
 

 

 

 

 

 

 

 

 

19日(水)にプール開きが行われました。プール日和にふさわしい快晴の下でプールに入るとあって、嬉

しそうにプールへ向かっていました。1年生以外は 1年ぶりの水泳の授業です。着替えや準備も手慣れた

感じで、プールサイドに向かっていました。ところが、1年生にとっては何もかもが初めてですので、戸惑う

子もいたようです。（水着に着替えた後、「先生、靴下は持っていかなくてもよいですか？」と聞く子が…。

「水に濡れてしまうから置いていこうね」と答えると、「あっ、そうか」と安心した様子で教室を後にした子もい

ました） 

プールサイドで諸注意を聞いた後、プールに入ると、どの学年からも歓声があがっていました。入る際は

「ちょっぴり冷たい」という声もありましたが、気持ちよく泳ぐ姿に、見学者たちがしきりに「足だけでも浸かり

たい」と何度も言っておりました。今年度は、毎週水曜日に、水泳の先生として、渡邊先生をお迎えし、指導

を受けることになっています。子どもたちが早く水に慣れ、少しでも泳力が向上するよう、職員一同努めた

いと思います。保護者の皆様方には引き続き、持ち物や体調管理でお世話をおかけしますが、よろしくお

願いいたします。 

 

 

 

 

  

19 日（水）に、昨年度も 1 か月間飼育したモルモットの『まる』が来ました。愛知県獣医師会が学校への

支援事業の一つとして行っているもので、モルモットのホスティング飼育（モルモット貸出による体験型飼

育）事業への参加が認められました。今年度は１、２年生が世話をします。19 日にさくら動物病院の先生

が、モルモットの『まる』を連れて来校してくださり、触り方や抱き方だけでなく、聴診器を使って実際の心臓

の音を聴診し、人間とモルモットの心音の速さの違いなどについてお話ししてくださいました。子どもたちが

温かい小さな動物とふれあい、愛情をもってお世話をすることは他には代えがたい心の成長が期待されま

す。1か月間の短い間ではありますが、しっかりお世話ができるとよいです。 
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